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2020年12月分注目特許 No.2

特徴

関連分野 業務用機械、電気機械、専門技術サービス、医療・保健衛生

化学 目標の匂いを構成または匂いを修正する方法

代表図

1 アレイ 2 貫通孔 3 核酸
4 真核細胞領域 5 基板 6 疎水性被膜

被験物質による活性化度を一括測定し、具体的
な数値として評価する方法

受容体が嗅覚受容体であるときに、測定した活
性化度をもとに、目標の匂いを構成する方法、ま
た、目標の匂いに修正する方法である。複数の受
容体を、それぞれ異なる貫通孔内の核酸上の真
核細胞に発現させるデバイスを構築する。そして、
デバイスの各貫通孔内に真核細胞を複数収容、
受容体を発現させる。被験物質による活性化度を
一括測定し、具体的な数値として評価する。基板

と基板上の疎水性被膜を含み、疎水性被膜は複
数の貫通孔を有している。また、貫通孔の内部に、
所定の受容体をコードする遺伝子を含む核酸が、
基板に接して設けられているアレイを有している。



応用の可能性

など

バイオセンシング

セキュリティ（駅構内などの臭気）

食品検査



応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2021年2月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

株式会社香味醗酵の本発明に関する最新動向

・株式会社香味醗酵のホームページ（ https://komi-hakko.co.jp/ ）には、本件特許に関連する情報や製品
についての情報は見受けられない。

応用の可能性

本技術の活用が見込める企業の一例

・和光純薬工業株式会社

・室町機械株式会社

・バイオセンシング

・セキュリティ（駅構内などの臭気）

・株式会社島津製作所

・アークレイ株式会社

・日本分光株式会社

・食品検査

など

など

・ウシオ電機株式会社・株式会社LSIメディエンス

・GEヘルスケア・ジャパン株式会社

https://komi-hakko.co.jp/

